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「業種別の区分方法」 JP法研究会

絞り込み検索には、様々な機能が備わっています。

今回は、3800銘柄ほどある上場企業から業種別に分ける方法を解説します。

上場区分である東証、マザーズ、ジャスダック、他市場については、
「４５．上場区分」で選別する事が出来ます。

大証一部などといったもう存在しない区分もありますが、今は無視してください。

過去データを使う場合に必要なので、わざと残してあります。

業種別の区分は、右のような区分けとな
っています。

３３業種に分けられています。

この区分は、ＪＰ法ソフトで決めたもの
ではありません。

東証が決めています。
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これらの区分けは、「４４．業種区分」を使います。

ここから、さらに詳細な区分けは出来ません。

例えば、「商社株」のみをスクリーニングしたい。といった場合です。

東証が区分けを増やせばそれに対応するつもりですが、今のところありません。

上記の設定は「卸売業」ですが、この結果はこうなります。

※東証一部から選別しています。
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双日、伊藤忠、三井物産、三菱商事など商社株のみを残したい場合は、ここから必要の
ない銘柄を削ります。

削る作業は面倒です。そこで「商社」と業績コメントに記載されていれば、ここからさ
らにスクリーニングする事が出来ます。

「８７．業績コメント検索」を使います。

スクリーニングしたい文言を入力。 今回は「商社」。
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結果はこのようになります。

これである程度は拾えると思います。

ただし業績コメントに「商社」と入っていない商社株があった場合は、抜け落ちてしま
います。

完璧に捉えるものではありません。

一応、東証一部の商社株としましょう。

この銘柄群を残しておきたい場合は、

「７４．検索結果→銘柄シート」を使います。

今回は、１０番シートに保存しました。

コメントを入力しておくと、後々どんな銘柄群だったか？を知る場合に便利です。
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この作業でユーザー銘柄管理の１０番シートにセットされました。

「７３．ユーザー銘柄管理」から１０番シートを見てみましょう。

このようになります。



- 6 -

次から、東証一部商社株について、スクリーニングしたいという事であれば、

このユーザー銘柄管理１０番を使うことによってスタートする事が出来ます。

今回の手順を最初からする必要はありません。

「６１．検索対象銘柄選択」からユーザー銘柄シートを選択

いかがでしたでしょうか・・・。

今回解説した手順は、全て「絞り込み検索」で出来ます。

「ＪＰ分析メニュー」と「絞り込み検索」はＪＰ法ソフトの中核です。

共に複雑ではありますが、パターンを覚えてしまえばこっちのものです。

分からない事がありましたら、ご連絡ください。

ホームページ、会報などで、解説していきたいと思います。


